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8  宮崎泰可：カンジダ血症 （深在性真菌症のマネジメント, 医薬ジャーナル社, 大阪, pp.248-257 所収）2015. 
 
9  宮崎泰可：慢性肺アスペルギルス症 （日本医真菌学会 アスペルギルス症の診断・治療ガイドライン pp.39-46 所
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2015. 
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12  宮崎泰可, 河野 茂：クリプトコックス症 （人獣共通感染症 改訂 3 版, 医薬ジャーナル社, 大阪, pp.387-390 所収） 
2015. 
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2015 
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15  山本和子：肺上皮細胞が担う宿主防御機構の特異性. 肺炎球菌肺炎モデルにおいて. 特集/呼吸器病学 TOPICS 
2014-15. 分子呼吸器病 19(1)9-12, 先端医学社 ,  2015 
 
16  小佐井康介, 栁原克紀：感染症診断の新たなツール, Ⅴ 遺伝子検査の応用, 1. 血流感染症, （2）血液培養陽性検体か

らの検出と課題, 化学療法の領域 31, 220-5, 2015, 医薬ジャーナル社 
 
17  小佐井康介, 栁原克紀：マクロライド系薬の新しい使い方―実践の秘訣 25, Ⅰマクロライド系薬の novel action を理解

しよう, ⑤マクロライド系薬が微生物の機能に及ぼす作用, 19-2, 2015, 南江堂 
 
18  塚本千絵, 小佐井康介, 栁原克紀：これだけは知っておきたい検査のポイント第 9集, 微生物学的検査, 細菌同定検査, 
喀痰微生物検査 medicina 52(4), 506-7, 2015, 医学書院 
 
19  田代将人, 泉川公一：呼吸器領域における深在性真菌症（先端医療シリーズ 46 呼吸器疾患診療の最先端, 先端医療

技術研究所, 東京, pp.129-132 所収）2015 
 
20  賀来敬仁, 栁原克紀：レジオネラ肺炎. (日本呼吸器学会（編）: 呼吸器専門医テキスト, 南江堂, 東京, pp. 295-297 所

収) 2015. 
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23  芦澤信之, 宮崎泰可, 河野 茂：【ER・ICU での薬の使い方・考え方‐エキスパートの実践と秘訣に学ぶ‐2016-'17】 
感染性疾患の緊急治療 カンジダ感染症/アスペルギルス感染症 救急・集中治療 27: 319-324, 2015 
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1  河野哲也： 「～かわの先生のタバコ談議～ タバコ憎んで喫煙者（ヒト）を憎まず」 Mebio 連載 2015 年 1 月
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590, 2015 
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